
　
先
に
開
催
さ
れ
た
甲
賀
市
議
会
第
2
回
定
例

会
で
教
育
委
員
の
選
任
同
意
が
行
わ
れ
、12
月
18

日（
土
）の
臨
時
教
育
委
員
会
で
互
選
に
よ
り
教

育
委
員
長
等
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。 

　
就
任
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

　
委
員
長
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
照
治
 

　
委
員
長
職
務
代
理
者
　
　
増
田
　
恵
子
 

　
委
　
員
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
潤
子
 

　
委
　
員
　
　
　
　
　
　
　
山
田
喜
一
郎
 

　
教
育
長
　
　
　
　
　
　
　
宮
木
　
道
雄
 

　
こ
の
た
び
、甲
賀
市
で
は
新
た
に
左
記
の
方
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
　（
敬
称
略
） 

 
 
水
口
町
新
城
8
3
番
地
 

　
　
西
村
　
泰
雄
 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に

接
し
つ
つ
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
監
視
し
、人
権
を
擁
護
し
て
い
く
と

い
う
任
務
を
も
っ
た
方
で
す
。 

　
現
在
、甲
賀
市
で
は
21
人
の
方
々
が
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
が
他
人
か
ら
人
権
を
侵
さ
れ
て
困
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、気
軽
に

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。 

甲
賀
市
誕
生 

　
　
記
念
式
開
催
！ 

教
育
委
員
が 

　
　 

　
決
ま
り
ま
し
た 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て 

　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た 

　
12
月
23
日（
木
・
祝
日
）に
J
A
ホ
ー
ル

に
お
い
て
「
甲
賀
市
誕
生
記
念
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
に
は
甲
賀
市
出
身
の
国
会
議
員

を
は
じ
め
、合
併
協
議
会
関
係
者
及
び
各

地
域
の
代
表
者
約
5
0
0
名
が
集
い
新

市
「
甲
賀
市
」の
発
足
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
式
辞
の
中
で
中
嶋
市
長
は『
甲
賀
市
の

将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て„
人
の
心

を
大
切
に
す
る
愛
の
あ
る
行
政
“を
縦
軸

に
、ま
た
全
て
の
人
の
心
や
息
づ
か
い
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
常
に
立
ち
、

喜
怒
哀
楽
を
共
に
し
な
が
ら
、新
時
代
を

切
り
開
く
「
改
革
の
勇
気
」
と
「
創
造
の

知
恵
」を
横
軸
に
し
て
、「
夢
の
あ
る
ま
ち
」

を
織
り
成
す
た
め
、精
一
杯
努
め
ま
す
』と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、会
場
内
に
は
水
口
町
在
住
の

久
米
修
氏
が
描
か
れ
た
甲
賀
市
内
の

風
景
画
や
信
楽
町
の
西
寿
の
つ
ど
い

の
皆
さ
ん
が
作
成
さ
れ
た
折
鶴
で
の

市
章
が
展
示
さ
れ
、市
民
の
皆
さ
ん
が

甲
賀
市
に
託
さ
れ
る
期
待
が
伝
わ
っ
て

く
る
と
共
に
、会
場
を
華
や
か
に
飾
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

に
し
む
ら
 

や
す

お
 

寄 付 ・ 
寄 
贈 

◎
信
楽
中
央
病
院
 

◎
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー
　
へ
 

　
・
各
1
台
づ
つ
車
椅
子
 

　
　
　
坂
下
　
丈
次
　
様（
信
楽
町
） 

　
・
水
墨
画
「
暁
雲
」
　
1
点
 

　
　
　
巖
谷
　
貞
子
　
様（
水
口
町
） 

◎
新
潟
中
越
地
震
、台
風
23
号
へ
の

　
災
害
義
援
金
 

　
　
2
4
9
、5
3
4
円
 

　
　
　
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　
様
 

約1500羽もの鶴が市章をかたどっています。 

小佐治すいりょう太鼓によるオープニング 久米氏が描かれた風景画が展示されました。 
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